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　　　　　　　　緒　　　　言
　近年の急速な文明化に伴って，わが国の疾病構造が
変化し1｝，動脈硬化，殊にアテローム硬化が発症基盤と
なる疾患が確実に増加していることが指摘されてい
る2）。動脈硬化性の初期の病変は幼少期に始まり3），そ
の発生・修復・進展には多くの要因が複雑に関与して
いるが，本質的に関わっている環境因子の中で食事因
子の影響は特に重要視されている。2）4ト6）。動脈硬化の
危険因子を正しく把握し，それに基づく合理的な生活
を小児・若年期から指導すれば，将来の発症を予防し，
抑制し得るものとの認識のもとに7｝一一：°），成長期栄養に
ついても，動脈硬化予防の視点からの対応を必要とす
る状況に至っている。
　症候発現に関連する食事因子についての研究では，
動物性タソバク質比，同脂質比およびコレステロール
摂取量の増加傾向，食物繊維摂取量の減少傾向，脂溶
性成分ならびにミネラルの各摂取パラソスの影響等が
予測されている2｝6，11，。
　著者らは，幼児期の栄養指導に関し，より適切な示
唆を得るための系統的研究の一端として，新潟県内幼
児の食物・栄養素等摂取の実態を，生活環境別に，か
つその時代の流れによる推移について把握するため
に，1966（昭和41）年以来同一地域で，同一年齢層を
対象に，数年間隔で継続調査を行つている。12｝13｝。これ
までの調査結果からは，肉・油脂類の著増と穀類の減
少が地域を問わずみられ，さらに乳類の増加が山・農
村に，’また魚介類の減少力i漁業地域にそれぞれ認めら
れるようになった。これらの都市化傾向ともみられる
現象を，動脈硬化予防の視点から改めて解析を試みる
こととした。
　本報は，動脈硬化予防上重視されている脂溶性成分，
食物繊維，ミネラル等の，新潟県内幼児における摂取
の実態を，山・農村，漁業地域および都市近郊等生活
環境別に把握することを目的として検討したものであ
る。
　　　　　　　　調査対象と方法
　1．対象地域：山村は中頚城郡吉川町0地区で豪雪
地帯の2級辺地であり，過疎化が著しい。農村は新潟
市海老ヶ瀬地区で，農業所得の潤沢な兼業農家が殆ど
である。漁業地域は新潟市松浜地区で，阿賀野川河口
に開けた元来の漁業地域であるが，兼業漁家が増えて
いる。都市近郊は新潟市郊外の国道7号線沿いの田園
地帯に隣接している。山村を除き，いずれの地域も周
辺には大型スーバーマーケットや外食産業が進出して
いる。
　2．調査対象：山・農村，漁業地域および都市近郊
に住む平均年齢5．1±0．8歳の幼児6～21名である。その
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表1鯛査対象
　山　　村i中頸城郡o地区）
　農　　　村
i新潟市海老ケ瀬）
漁業地域i新潟市松浜） 都市近郊i新潟市近郊）
調　査　年　度 1986（昭和61）年1989（平成元）年1989（平成元）年
　1987－’88
i昭和62～63）年
対　象　児　数 魏謝6名 魏謝8名 魏箆｝9名 嬰聯｝21名
平均年齢（歳） 5．0±0。8 5．1±0．9 5．5±0．4
5．0±0．7
体格
身長（㎝）
ﾌ重（kg）
aMI
109．6±6．1
P8．3±1．4
P5．2±0．5
109．9±4．9
P8．2±3．7
P5．0±0．9
110．4±5．9
P8．4±2．7
P4．9±1．1
105．8±4．3
P7．0±1．9
P5．1±1．1
1日当り歩行歩数 一 10，743±1．2419，783±2，673
11，011±2，061
備　　　　　考
保育所児童‘
_業世帯
ｽ世代家族
保育所・幼稚園
剴ｶ_業世帯
ｽ世代家族
保育所児童
嵭p勤労老世帯
j家族が67％
幼稚園園児
嵭p勤労者世帯
j家族が86％
注．平均催±標準偏差
プロフィールを表1に示す。なお，山・農村は悉皆調
査，漁業地域・都市近郊は調査を依頼して協力の得ら
2tte対象である。
　3．調査時期・期間：表1に示す如く，1986（昭和
61）年＾一王989（平成元）年の，それぞれ四季の各連続
3日間，通年12日間である。
　4．調査方法：対象児の食物摂取量調査は，母親に
秤・計量器具を用いた秤量記録を依頼して行った。年
4回調査のうち初回の調査期間中は，毎日1回戸別訪
問，または毎朝登翻時に前日分の調査記録持参により，
第2麟舅以降は調査票回収時に，それぞれ母親に面接
灘ぎ取嘘…にて記録肖容の確認と補正をした。
　aネルギー・栄養素摂取量は四訂日本食品成分表，
脂溶牲成労髭繧舞本膿溶盤成分表助，食物繊維量は食
物繊維成労菱紛．マグ孝シウム（瑳F，Mg）鑓は食品
の含量表瞬を用9－sてそ嘉ぞ矛L算墨し瀧・なおfビタミソ
似下，V）の調理獄る搬i率はV・A　2e％・V・B・
30％，V、B，25％，V，CsG％としrζ適用しだ。得られだ成
績は，高居ら：7，の食晶構成ならがに個人溺に算定した
栄菱断要量18｝に対比して摂取郷合を求あたガま掲対象
児の｛生・年齢・体格による補正の元め，摂取皐皐ルギ■
1．e◎ekcal当りの換算値を算出しte＃それぞれ羅うい
て生浩環境溺に比較しte。有意差の検窟はstuδ麟t　t－
test．によウて行ったP
　　　　　　　　結　　　　果
　…。食品欝鋼難取歌況と栄養素等摂聖状謁
　IH当うの食品灘帳取量を卸に，崇養素等摂取
量を表3に示した。また，それらの摂取量の日安it　・
栄養所要量に対する摂取割合を図1に，栄養比率を図
2に示した。摂取割合の状況は地域別に若干の差異を
有しつつも，総じてほぼ一定の傾向がみられた。4地
域に共通の現象として，食品群別摂取量では毅類，卵
類，乳類が目安量を下回っており，栄養素等摂取量で
はV．Dが所要量を著しく下回っていたが，その他に
関しては概ね良鋸な摂取水準にあった。動物性タソパ
ク質比は幽村幼児が，脂肪エネルギー比は山村と漁業
地域幼児がそれぞれ適正範囲にあったが，他地域の幼
児ではその上限を超えていた。これらの2栄養比率と
動物性脂質比の地域差は有意であり，いずれも幽村幼
児の数値が低値であった。毅類エネルギー比は・山村
幼児において最も高値であったが，4地域共に推奨値
　（4e－・・45％）を下回っていた。
　2．脂溶性哉牙摂取状況
　摂取エネルギー‘1，0eOkcal当ウの脂溶牲成分摂取量
と摂取脂肪酸の・ミラソスは図3に示した．馳域の脂
質摂職のそれぞれ29．3，33．4，32．Gおよび34・？㎏／
1，000kcaDを反映して，飽和脂紡酸（以下，　SFA），
－mｿ不飽糊旨肪酸（以下きMVFA）および多緬不飽騨
脂肪酸（以下，PUFA）擬取量の描く載跡は類麩して
い距。いずれも幽村・漁業地域幼発力縁地域の平均値
を下回強，越方，農村・都市i近郊幼児淋それを上匝ウ，
都毒近鄭幼難が最も高短であった・リノール酸と墾ノ
vy酸摂取量の描く鞭弾よびt＝tPべyタユソ酸
（以下，EPA）とざコサヘキサヱソ酸（球下・“kA）
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表2　生活環境別にみた幼児の1日当り食品郡別摂取量
ミネラル等の摂取の実態
山　　　村
in＝6）
農　　　村
in＝8） 漁業地域in＝9） 都市近郊in＝21）
摂取食品数 25±2．2 32±2．6 32±2．1 27±4．6
総，量 169±29　　・ 146±30 171±56 132±32
穀類 米　類
ｬ麦類
144±25
Q5±12，・
109±24
R7±13
123±54
S8±26
71±22
U1±26
い　も　類．
ｻ　糖　類
ﾙ　子　類、
禔@脂　類
增@実　類
､　　　．類
ﾎ黄色野菜
ｻの他の野菜
ﾊ　実　類
C　草・類
39±18
V．3±2．1，
T6±11
P2±3．7
P．2±1．3
T2±13
T2±14
P55±18
P77±86　，
R．2±2．5，
70±25
U．8±2．6
S6±20
P5±2．8
P．5±0．7
R7±14匿
U2±20
P21±60
X3圭56
R．8±1．7
40±15
U．5±4．5
S6±22
P2±2．9
R．0±3．5
S3±10
T2±16
P04±36
P19±72
R．6±1．5
45±23
S．2±3．0
R1±17
P5±6．7
Q．0±2．8
R7±19
U5±35
X5±36
P56±48
Rユ±2．6
魚　介　類魎’曾
?@　　　類
早@　　　類
禔@　　類
，51±15
S0±12
S2±10
P94±66
52±19
S6±14
S5±18
Q83±38
38±21
T1±19
R8±12
Q76±67
44±16
S0±17
S1±23
Q45±104
　　　　注．1人1日当り9、平均値±標準偏差
表3　生活環境別にみた幼児の1日当り栄養素等摂取量と栄養所要量
山　　　村
in＝6）
農　　　村
in冨8）
漁業地域in＝9） 都市近郊in＝21）
4地域計44
ｼの平均値
エネルギー（kca1） 1，537±162
i1，427±202）
1，546±232
i1，464±207）
1，574±212
i1，448±193）
1，368±205
i1、334±72）
1，506±203
タンパク質（9） 54．7±4．5
i49．1±9．7）
58．0±7．7
i46．6±7．2）
56．8±6．6
i50．0±8．2）
51．5±9．2
i44．5±4．5）
55．3±7．0
動物性タソバク質（9） 26．3±3．7
i24．6±4．8）
33．9±4．8
i23．4±3．6）
31．3±5．6
i25．1±4．1）
27．8±5．9
i22．2±2．3）
29．9±5．1
脂質（9） 45．1±3．2
i39．6±5．6）
51．7±6．2
i40．7±5．7）
50．3±9．4
i40．2±5．4）
47．5±10．6
i37．1±2．1）
48．7±7．4
糖質（9） 223±20 201±43 219±39 179±25 210±32
カルシウム（mg） 486±77
i400±0）
605±43
i400±0）
600±74
i400±0）
527±142
i400±0）
555±116
鉄（mg） 7．8±0．8
i8．5±0．5）
9．7±4．2
i8．3±0．5）
7．7±0．7
i8．6±0．5）
7．6±1．9
i8．0±0．2）
8．2±1．9
ピタミソA（IU） 1，666±819
i1，100±109）
2，084±831
i1，050±93）
1，451±235
i1，111±105）
1，726±661
i1，010±43）
1，732±637
ピタミソB、（mg） 0．62±0．06
i0．57±0．08）
0．63±0．11
i0．58±0．08）
0．60±0．10
i0．58±0．08）
0。60±0．15
i0．54±0．03）
0．61±0．11
ビタミンB2（mg） 0．82±0．06
i0．79±0．11）
0．85±0．32
i0．81±0．11）
0．94±0。15
i0．80±0．11）
0．88±0．27
i0．74±0．05）
0．87±0．20
ナイアシソ（珊9） 10．0±1．7
i9．5±1．2）
1LO±1．5
i9．6±1．3）
10．6±2．2
i9．5±1．3）
9．6±2．3
i8．8±0．5）
10．2±1．9
ピタミソC（mg） 50±18
i40±0）
46±10
i40±0）
41±10
i40±0）
50±29
i40±0）
48±17
ピタミソD（IU） 　39±10
i300±155）
　86±39
i325±139）
　47±25
i233±158）
50±37
i386±64）
56±28
注平均値±標準偏差、（）は栄養所要置脂質所要量は脂肪エネルギー比を25％として算定す。
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図1生活翻にみた幼児の食品群別・栄蘇報職の目蜥・栄養所難に対するWt割合
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　　　図2　生活環境別にみた幼児の栄養比率
一84一
生活環境別にみた幼児の脂溶性成分，食物繊維，，ミネラル等の摂取の実態
（1）飽和脂肪酸
（9，／1，000keczの
11．0
10．0
9．0
8．Q
7．0
｛2｝一価不飽和脂肪酸
（8／1，000kcaの
　11．0
　10．0
　’9．0
　8．0
　7．0
｛3｝多価不飽和脂肪酸
（£／1，000　kcaの
　　　　　　　工
　10．0
　9．0
　　　　　　　7．838．0＿．　　　　　　　（1．88）　7．0
　6．0
㈲　リノール酸　゜
（£／1，000　kea4）
　　　　山農漁都・　　　　　業市　　　　　　地近　　　　村村域郊
　　｛5）リノレン酸　　　　　　（9｝コレステロール
　　（㎎／1，000kcaの
　　　800
　　　700
8．85　600
（2・3・）5・6　　器）
　　　400
　　　　　　　　　　　“OビタミンE
　　｛6｝アラキドン酸　　　　　　（脇／1，000kcaの
　　　60　　　　　　　　　　　aoP／S（2．14）　　　50
　　　40°　　　　　　　　1．2
　　　　一＿」一＿⊥＿⊥＿＿＿　　1．0
　　　　　　　　　　　　0．8　｛7〕イコサペンタエン酸
　　　（㎎／1，000kca4）
　　　250
　　　200
　　　150
　　　100　　　　　88
　　　　　　　　　（75）　　　50
0
?
工　工
70
の　一 一　　　　　　　　　　一 一 一　一　一Q5）
｛8》ドコサヘキサエン酸
（噸／1，000keaの
300
250
200
150
100
………ﾎ象4地域の平均値（標準偏差）
脇／1，000泌¢4）
250
200 188
一 一　　一 一 一　　●（71）
150
0．93
一　鴨 〇一 一 一一　　一（0．30
a2　n・－6／n－3
5．5
　5．0
　4．5
　4．0
　3．5
　3．O
e3　E／PUFA
? 　　工
黶@　一 一　　一
4．56一　一　　脚
i1．49●o
0．7
0。6
0．5
0．4
0．3
0．52
（0．17）
図3　生活環境別にみた幼児の脂溶性成分摂取状況
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摂取丑のそれも，それぞれ類似していた。前者では都
市近郊幼児が，後者では農村幼児が最も高値を示し，
他方，両者共山村幼児が概して低値であった。なお，
いずれにおいてもEPA摂取量は標準偏差が極めて大
きく（変動係数で59　一一　88％），摂取量のばらつきが大き
かった。ついでDHAのそれも大きい方であつた（変動
係数で34～69％）。コレステロール摂取量は4地域の平
均値を漁業地域幼児が下回り，山村・都市近郊幼児が
僅かに上回り，農村幼児がほぼそれに等セかった。V；，
E摂取量は4地域の平均値を山・農村が下回り，漁業地
域・都市近郊幼児が上回っていた。
　PISは，山村幼児が1．05で適正域にあり，他地域幼　L
児では0．83～0．94とやや低値を示した。n－6／n－3は，
農村幼児の3．97から山村幼児の4．91まで，いずれも適
正域19）にあった。E／PUFAは0．46　一一　O．57で，推奨値2°｝
を充足していたδ
　以上の如く，脂溶性成分の摂取に関して，それぞれ
観察された地域差は，いずれも有意ではなかった。
3．食物繊維とミネラルの摂取状況
　摂取エネルギー1，000kca1当りの食物繊維・食塩摂．
取状況とミネラルバラソスは図4に示した。食物繊維
摂取量は7．3～8．69／1，000kca1，食塩摂取丑は
4．6～5．59／1，000kca1であり，いずれも山村幼児が最
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　　　……対象4地域の平均値（標準偏差）
図4　生活環境別にみた幼児の食物繊維、ミネラル等の
　　摂取状況
も高値，漁業地域幼児が最も低値を示した。Ca／Mgは
3．06・・－3．90，Na／Kは1．40～1．66であり，・両比は負相
関を示唆する結果を得た。即ち，山村幼児においてCa／
Mgが最小値，　Na／Kが最大値を示し，他方，漁業地域
幼児においてこれらの逆の現象が見られた。しかしな
がら，ここにおいて観察された地域差は，いずれも有
意ではなかった。
　　　　　　　　考　　　，　察
　新潟県内の山・農村，漁業地域および都市近郊の4
地域における，1986（昭和61）年一’89（平成元）年度
調査の，平均年齢5．1±0．8歳の対象児それぞれ6　一一21
名の平均栄養素等摂取量は，多少の地域差を有しつつ
もいほぼ一定の傾向を示し，V．D摂取量（4地域にお
いて不足）を除き，概ね栄養所要量を充足する良好な
摂取水準にあるといえる。しかしながら，動物性タソ
パク質比は山村幼児のみが適正域にあり，その他の3
地域の幼児では54．1～58．7％とそれを超え，脂肪エネ
ルギー比も山村幼児と漁業地域幼児が適正域にあり，
他地域幼児では30．7－－31．1％とその上限を超えてい
た。一方，穀類エネルギー比はいずれの地域も
33．6～39．0％で，適正域を逸脱して低かった。国民栄
養調査の1988（昭和63）年度の結果21｝も脂肪エネルギー
比（25．5％）が適正値の上限を初めて超えたが，いず
れも飽食時代といわれる食環境のもたらす普遍的な現
象22｝といえよう。
　次に脂溶性成分の摂取状況について，Bogalusa
Heart　Study　6）の4歳児における成績ならびに石井
ら11｝による千葉県内の5歳児の成績と比較すると，
SFAの1，000kca1当り摂取量は山村幼児の7．9g～都
市近鄭幼児の9．7g，平均9．Ogで，　Bogalusaの15．Ogよ
り少なく，石井らの5．Ogより多かった。　PUFAの
1，eOOkcal当り摂取量は漁業地域幼児の6．7g～都市近
郊幼児の8．8g，平均7．8gで，　Bogalusaの8．Ogに近似
し，石井らの5．5gよりも多かった。コレステロールの
1，000kca1当り摂取量は漁業地域幼児の174mg・一都市
近郊幼児の198mg，平均188mgでBogalusaの158mg
および石井らの147mgより高値であつた。　，
　Bogalusa　Heart　Study6）eま食事中のコレステロール
の増加が血清中総コレステロールやLDLコレステ
　ロールを高めると結論づけており，石井ら5⊃も同様の
予測をしている。対象児は上記の2成績のいずれより
　もコレステPt　一一ルを多量摂取している。しかしながら，
高居ら23）の食品構成からの算定値224mgより低値で
　あ6た。コレステロールはリソ脂質と共に細胞膜，ホ
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ル母ソ等の構造を司るのに必要な脂質で，成長期の幼
児にはとくに重要であるが，過剰になると動脈硬化進
展の促進因子となる24）。対象児の場合，血清脂質検査を
行っていないために，現況の適否の判断ができないが，
摂取上の個人差が認められること（変動係数で
27～52％）を銘記して，その摂り方を配慮することが
望ましいものと思われる。
　脂溶性成分の内容をみると，PISは農村幼児の
0．83～山村幼児の1．05，平均0．93で，山村幼児！7Dみが
適正域（1．O・・－1．5）19）にあり，他地域幼児はその下限値
を若干下回り，いずれもBogalusaの0．53と石井らの
1．30の中間に位置する成績であった。n－6／n－3は農村
幼児の3．97～山村幼児の4．91，平均4．56で，いずれも
適正域（3～5）19，にあった。E／PUFAは山村幼児の
0．46～漁業地域幼児の0．57，平均0．52で，V．Eの不足
症状がみられないとされる実用値2°｝の0．4以上を上
回っていた。観察された各地域差はいずれも有意では
なかったが，総じて山村幼児の摂取脂肪酸パラソスが
最も好ましい状況にあbた。但し，山村幼児の調査年
度は他地域ee　2　・一　3年先行しており，この間の食料流
通の進展の影響も考慮に入れなければならず，従って
相対的な見方をしなければならない。
　食物繊維の1，000kcal当り摂取量は，漁業地域幼児
の7．3g～山村幼児の8．6g，平均7．7gで，石井ら11，の3．7
gに比しかなり高値（2．O－－2．3倍）であった。食物繊維
摂取量の減少傾向が血清脂質検査値の上昇に関連する
ことが幼児においても予測されているli｝が，食物繊維
は動脈硬化症の発症予防作用と栄養素の吸収阻害作用
等を有しており25⊃，対象児の比較的高値が適正域に含
まれるのか否かは，今後の調査研究に待たなければな
らない。
　食塩の摂取量は幼児の目標摂取量3～5926）に対
し，対象児44人の平均値は7．9±1．3gと高値を示し，．
1，000kca1当りでは漁業地域幼児の4．6g－一山村幼児の
5．5g，平均5．1gであり，この成績は石井ら11》の5．3gと
ほぼ同値であった。新潟県民栄養調査27〕による食塩摂
取量（13．1g）は，全国平均（12．2g）28）に比して多く，
このような地域性が幼児の食生活にも反映しているの
ではなかろうかと思われる。
　　ミネラルバラソスに関して，Ca／Mgの低いほうが
虚血性心疾患死亡率が低いこと29，，また，Na1Kの値も
低いほど高血圧・脳血管障害の率が低くなること30）が，
それぞれ報告されている。但し，発育期はCaの需要が
高いことから，Mg所要量のきめられている国では各
国共Ca／Mgを若年齢ほど高く，成人では低く設定し
ている31）。わが国の成人の目標摂取量から求められ
る32｝Ca／Mgは2．0，　Na／Kは0．98～1．97である。対象
児のCa／Mgは山村幼児の3．06から漁業地域幼児の
3．90の範囲で，平均値は3．58であった。この成績は五
島ら（4～7歳）33｝による3．49～3．91，鈴木（3歳5カ
月一一6歳9ヵ月）34⊃による3．23にほぼ近似している。同
じくNa／Kは漁業地域幼児の1．40から山村幼児の
1．66の範囲で，平均値は1．47であ．り，成人の目標摂取
量からの算定値の範囲にあった。
　以上の結果から，少数例ゆえに普遍性を期し難いも
のの，新潟県内幼児の摂取栄養に関する，動脈硬化予
防に対置した視点からの当面の課題として，次の3点
をあげることができる。即ち，1）多量傾向のコレステ
ロール・食塩摂取量への配慮，2）低値化した穀類エネ
ルギー比の見直し，3）適正値の上限を超えた動物性タ
ソバク質比・脂肪エネルギー比の適正化（山村幼児を
除く），である。なお，各栄養素等摂取にみられる生活
環境別の差異は統計学的には概ね有意ではなかった。
唯，山村幼児の動物性タソパク質比・脂質比および脂
肪エネルギー比のみが適正域にあって，他地域に比し
有意に低くかったが，これもやがて他地域に追随し，
地域差は縮少されて行くものと，これまでの縦断的調
査結果35）から推測される。
　　　　　　　　要　　　　　約
　動脈硬化予防の視点から重視される脂溶性成分，食
物繊維およびミネラルの，幼児期における摂取の実態
を，生活環境別に把握するために，1986～’89年に新潟
県内の山。農村，漁業地域挙よび都市近郊の平均年齢
5．1±0．8歳の幼児，それぞれ6～21名について，四季
の各連続3日間，通年12日間の食物摂取量を秤量調査
し，以下の結果を得た。
　1）対象児の摂取量はいずれの地域においても，目
安量・栄養所要量に対比すると，穀類，卵類，乳類が
少なく，穀類エネルギー比が低い他は，概ね良好な水
準にある。動物性タソバク質比は48．0～58．7％であり，
山村幼児のみが適正域にあった。
　2）　脂肪エネルギー比は山村幼児と漁業地域幼児が
適正域にあり，農村・都市近郊幼児ではその上限を超
えており，山村幼児との差が有意であった。P／Sは山
村幼児のみが1．05で，適正域にあり，他地域幼児では
O．83　一一　O．94であった。n－6／n－3は3．97～4．91，　E／
PUFA‘ﾍ0．46～0．57であり，いずれも適正域にあっ
た。コレステロール摂取量は178～198mg／1，000kcal
であり，いずれの地域においてもEPA摂取量のばら
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つきが顕著であった。
　3）食物繊維摂取量は7．3～8．6g／1，000kcalであっ
た。食塩摂取量は4．6r5．5g／1　，　000kcalで，成人の目標
摂取量に匹敵またはそれを超えている。Ca／Mgは
3．e6～3．90，　Na／Kは1．36～1．66であった。
　　　　　　　　　　　　　
　本研究にご助言を賜りました本学前学長医学博士塚
原　叡先生に厚く御礼申し上げます。　調査にご協力
いただきました源保育所，大形保育園，あおい幼稚園，
松浜みなと福祉保育園および本学付属幼稚園の関係各
位ならびに調査対象琶帯の皆様に深く感謝致します。
　　　　　　　　　　　　　
　本研究の要旨は第37回日本栄養改善学会総会（ig90
年10月，於横浜市）において発表した。
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